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就実大学・就実短期大学後援会会則
制定　昭和29年６月１日　　　　　　　　　
改正　昭和32年４月１日・昭和51年４月１日

昭和37年４月１日・昭和52年４月１日
昭和43年４月１日・昭和55年４月１日
昭和46年４月１日・昭和56年４月１日
昭和47年４月１日・平成15年４月１日
昭和50年４月１日・令和２年４月１日
令和７年５月31日　　　　　　　　　

第１条　本会は就実大学・就実短期大学後援会と称する。
第２条　本会は次の諸項を目的とする。
　一　本学の教育研究環境整備に関する事項
　二　学生の研究助成に関する事項
　三　学生の就職指導及びあっせんの助成に関する事項
　四　学生の厚生及び保健の助成に関する事項
　五　会員の親睦に関する事項
　六　その他本会の目的達成に必要な事項
第３条　本会は次の会員をもって組織する。
　　　　　正 会 員　　本学学生の父母兄姉等保証人
　　　　　賛助会員　　特に本会の趣旨に賛同する関係者
第４条　本会に次の役員を置く。
　　　　　会　　長　　１　名
　　　　　副 会 長　　２　名
　　　　　評 議 員　　若干名
　　　　　監査委員　　２　名
２�　前項のほか，本会の会計を含む事務すべてを学校法人就実学園　就実大学・就実短期大学事務部

長が行う。
第５条　役員の任期は一年とする。ただし重任は妨げない。
　　　　補充役員の任期は前任者の残任期間とする。
第６条　役員の選任は次の方法による。
　　　　会長，副会長及び監査委員は評議員会において選任する。評議員は正会員の中から学年単位

に各数名を互選し，別に会長の委嘱によるもの若干名を加える。
第７条　役員の任務は次のとおりとする。
　　　　会長は会務を総理し会議を司会する。
　　　　副会長は会長を補佐し，会長に事故があるときはその職務を代行する。
　　　　評議員は会長の諮問に応じ会員を代表して会務の重要事項を審議する。
　　　　監査委員は会計を監査する。
第８条　本会に顧問を置くことができる。
　　　　顧問は役員会の議を経て会長が委嘱する。
第９条　本会は次の会議を行う。
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　　　　　総　　　会　�原則として年１回これを開き会務の重要事項を審議し出席会員の過半数によ
り決する。可否同数の場合は，議長の決するところによる。

　　　　　役　員　会　年数回定期又は臨時にこれを開く。
　　　　　　　　　　　やむを得ない場合は役員会の議決をもって総会の議決に代えることができる。
　　　　　専門委員会　必要に応じこれを設けることができる。
　　　　　　　　　　　委員会の構成その他については会長が定める。
　　　　その他会員の要求により必要な諸会合を行う。
第10条　本会の経費は会員の会費，一般篤志者の寄附金その他をもって充てる。
第11条　会費は年額20,000円とする。
　　　　ただし賛助会員は任意とする。
第12条　本会の会計年度は４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。
第13条　本会は事務所を大学内（岡山市中区西川原一丁目６番１号）に置く。
第14条　本会則に基づき必要に応じて細則を定める。

　　　附　則
１　この会則は，昭和29年６月１日から施行する。
２　この改正会則は，改正の日から施行する。
３　第２条及び第11条の改正は，令和２年４月１日から施行する。
４　第４条，第９条及び第13条の改正は，令和７年５月31日から施行する。
５　第10条，第11条の改正は，令和８年４月１日から施行する。


